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２０２3年 10月 秋号 

昆陽だより発行委員会事務局： 

幕張公民館内 

千葉市花見川区幕張町 4-602 
電話 043-273-7522 
（受付時間 9：00～17：00） 

「宝くじ」ワクワク感で夢を買う 

高額当選の宝くじは人気が出ています。 １０月にはハロウインジャンボ、１２月には年末ジャンボと続きま

す。高額賞金に大きな夢をかけワクワク・ドキドキ感でつい買ってしまいます。誰かが大盤振る舞いをして

くれるわけではなく、運なき大多数の購入者が支えてくれているのです。気が付いてみると、「た」のない

「からくじ」が殆んどで一獲千金の夢が崩れ去ります。 

◎宝くじの歴史 

宝くじの前身は、江戸時代に盛んにおこなわれていた「富くじ」です。 明治政府は禁止しましたが、昭

和１２年に政府が「宝くじ」の名称で復活させました。昭和２９年、政府くじが廃止され、同年１２月より

地方自治体の連合くじになりました。 今では元祖の「通常宝くじ」、削ったその場で当たりがわかる

「スクラッチくじ」、数字を選んでいろいろ遊べる「数字選択式宝くじ」などがあります。最も人気が高

いのが昭和５５年からスタートした「ジャンボ宝くじ」で、年５回発売されています。 

◎宝くじの還元率は半分以下 

宝くじの販売額のうち当選金に回るのは 47%程度で、 残りは発売元の自治体の収入や販売経費

になります。理論的には宝くじをずっと買い続けてもその半分以下しか返ってきません。少ない損より

も高額賞金に夢をかけています。ちなみに１億円に当たる確率は１０００万分の 1です。とてもシビア

な数値(雷に撃たれる確率と同じ)ですが、「もしかすると・・・」の宝くじの魅力に勝てないようです。 

収益金は地元社会の公共事業に役立てられています。ぜひ、地元で購入してください。 

◎買い方のノウ・ハウ 

高額当選者を調査したところ 70%以上がゲンを担ぎ、 購入方法、購入場所、保管場所などに強い

こだわりを持っていることがわかりました。 

・購入は縁起の良い日を選ぶ 

天赦日(年５回あり天がすべての罪を許す最上の吉日)、一粒万倍日(一粒のモミが何倍にも成長し

て利益を生み出す日)、寅の日(金運に縁がある「金運招来日」)、大安(１日を通して縁起の良い日)

など。 

・連番かバラか 

 連番：組が同じで番号が連続する→1等とその前後賞の超高額当選の狙い。 

 バラ：組が異なり番号が連続する→1枚ごとに当選の期待感と確率が高い。 

・高額当選の名所 

 東京銀座の西銀座チャンスセンター(特に１番窓口) 

 平成～令和にかけて５００人以上の億万長者を生み出しています。 

（第 47号） 
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◎幕張地区町民家族運動会  １０月７日（土）午前９時～ 幕張東小学校にて 

◎子安神社秋季大祭     １０月１７日（火）午後３時頃より 御神楽・餅まき 

◎幕張地区文化祭      １０月１４・１５日（土・日）午前９時 30分～午後３時 30分 

幕張公民館にて 

◎三代王神社秋季大祭    １０月２０日（金）午後３時頃より 御神楽・餅まき 

◎花見川区民祭り      １０月２２日（日）午前１０時～午後３時 花島公園にて 

◎幕張コミュニティまつり    １１月１２日（日）午前１０時～午後３時 

幕張コミュニティセンターにて 

※詳細については、各関係先にお問い合わせください。 

 

 

 

 

～毎日コツコツ骨貯金～ 
 

50年に一度や 100年に 1度と言われる大雨、7～8月には 10年振りの猛暑日の連続、いま世

界中が異常気象に見舞われています。 

自分で自分の身を守ることも難しい時代なのでしょうか。 

お友達やご近所の方など、私の周りでも骨折したという方が大勢います。テニスや卓球などのスポ

ーツ中、階段を 1段踏みはずした、踏み台から落ちた、庭での作業中など様々ですが、いずれも転

んだ事によるものです。中には掃除機をかけていて狭い所に手を伸ばしただけなのにと言う方もい

ます。 

皆さん骨粗しょう症と診断され、毎日の飲み薬または注射で治療を続け

ています。 

私も心配で骨密度を測定してもらいましたが、大丈夫とのことで一安心

です。その時言われたのは食事だけでなく、運動も大切とのことでした。 

子供さんや若い方々も将来のために今から毎日コツコツと骨貯金？してい

きましょう。 

外に出て明るい陽差しをあびることも重要だそうです。 

コツコツと楽しく歩きませんか！ 

（M.K） 

★ ★ ★ ま ち の た よ り ★ ★ ★ 

今 日 の ス ケ ッ チ 

https://1.bp.blogspot.com/-abb3H5nTW7A/VXOT5Js2DeI/AAAAAAAAuE4/-D4TlMMPsX4/s800/machi_line2.png
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☆☆☆ 公民館からのお知らせ（10月～12月分） ☆☆☆ 
◎主催事業のご案内 

講 座 名 詳 細 

こどものあそびば＠幕張 

公民館でみんなと遊ぼう！ 

保育士が遊びのプログラムを提供します。 

 

10/19（木）10：30～11：30 

対象：1～3歳児と保護者 定員：8組（抽選） 

参加費：無料 

申込：9/25(月)～10/9(月)に窓口か電話、 

または幕張公民館 HPから 

若い気力を取り戻そう！はじめての太極拳 

太極拳を体験してみませんか。 

リラックスした姿勢で呼吸を整えながら、 

全身をゆっくりと動かします。 

11/25（土）10：00～11：30 

対象：65歳以上の方 定員：20人（抽選） 

参加費：無料 

持ち物：汗拭きタオル・飲み物・動きやすい服装 

申込 11/2(木)～11/13(月)に窓口か電話、 

または幕張公民館 HPから 

※内容・日程等変更、中止になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昆陽だより発行委員会がこのたび「第 108回千葉市地域社

会貢献者」を受賞いたしました。 

第 45（2023年 4月春）号では、「社会教育功労者」の表彰

を受けたことをお知らせいたしましたが、引き続きの受賞です。 

長年に及ぶ継続発行、地域活動への貢献、教育文化の向上

が千葉市に認められました。 

今後も、地元の方々に役に立つ紙面づくりを目指していきたい

と思っています。 

（昆陽だより発行委員会） 

10/14（土）、15（日）に開催する第 55回幕張地区文化祭に関連するイベントと

して、幕張公民館図書室で除籍した雑誌（きょうの料理、きょうの健康、すてきにハ

ンドメイド、ESSE、LDK、文藝春秋など）を無償で配布する予定です。 

文化祭当日の 9：45 より先着順に行う予定です。配布数に限りがありますので、

なくなり次第終了となります。他にも、文化祭期間中、ご利用の小学生以下の方に

は「くじびきイベント」を企画しています。 

詳しくは、当図書室周辺に掲示するポスターでご案内いたしますので、ぜひ、ご来

館ください。 

から 

昆陽だより発行委員会が千葉市地域社会貢献者を受賞！ 
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・・・混声合唱団 放送大学「千葉合唱サークル」 
“響きとハーモニー”をモットーに活動する混声合唱団で、現在会

員数は１５名（女性９名、男性６名）、年齢層は４０歳代から８０歳

代まで幅広い年代にわたっています。 もともとは放送大学学生を

中心に結成された団体ですが、幕張公民館の講堂で定期的に練

習をさせていただいており、今は学生以外の、一般の方もご参加

いただいています。  
コロナ渦で約２年間の休会を余儀なくされましたが、活動再開後

は「声を出して歌うことの喜び」をあらためて感じながら、練習にいそしんでいます。 １０月の幕張公

民館文化祭の発表では、日ごろの練習の成果をお聴かせすることができると思いますので、是非ご来

場ください。 愛唱歌、感動できる歌を中心に、ハーモニーの美しさを味わってください。 

定期練習は、毎月第１、第３日曜日の午後、幕張公民館で実施しております。 いつでも会員募集中で

すので、歌うことが好きな方、ご関心のある方は、練習の際に直接お越しいただくか、または下記まで

ご連絡ください。 練習曲、講師のプロフィールなど詳細についてはホームページをご覧ください。 

（放送大学千葉合唱サークルで検索）連絡先：sakuma1146@nifty.com  （代表 佐久間 孝夫） 

  

   
 

京成幕張駅横の秋葉神社・昆陽神社の境内に出羽三山（月山・湯殿山・羽黒山）の参詣記念碑があ

ります。住居地からの移動が制限されていた江戸時代にあって唯一庶民が楽しめた旅行が各地の神

社仏閣への参詣旅行でした。人々は“○○講”というグループを作って小額づつ積立て、順番に参詣

の旅に出ました。帰郷後これを記念して講中（講の仲間）で石碑を建てることもありました。幕張・武石

地域ではこの神社でしか見掛けませんが畑町の子安神社には多数の参詣記念碑が残されています。 

参詣記念碑には出羽三

山の他にも浅間講（富

士講）、伊勢講、大山

講、三峯講、古峯講、そ

の他多様な講中により

建てられた記念碑が存

在します。 

 

 

 

 

NHKで「ブラタモリ」というタイトルでいろいろな場所を紹介する番組があります。見ている方も多いと

思います。７月に埼玉県行田市の放送がありました。行田には“さきたま古墳群”があり、埼玉県の県名

発祥の地と言われ、多くの古墳群があり、歴史博物館に国宝の鉄剣もあります。又近くに古代蓮の里が

あり、すごい量の蓮が見られますが、千葉市の大賀蓮と私には区別できませんでした。又５０ｍのタワー

があり、上からは関東最大の「たんぼあ～と」が見られ、又古墳群や、忍城も見られました。たまたま私は

放送のある５日前に行田に行ってきました。放送を見ておさらいをしているようでした。        （S.K） 

ティータイム 

◇ 幕張雑記帳 地域の石造物シリーズ ⑥ 出羽三山祈念碑 
 
○ 

 

出羽三山参詣祈念碑 
その他の参詣祈念碑 

 

 サークル紹介 

mailto:sakuma1146@nifty.com

